
合 淮士官
兵 校

部

技
術
部
下
士
官

材
料
監
視
隊
（

ー
四
分
隊
）

大
東
亜
戦
開
始
後
は
、
小
隊
の
班
編
成
を
分
隊
編
成
に
改
変
し
分
隊
長
の
不
足
分
は
、
特
別
補
充
及
び
兵
長

を
も
っ
て
こ
れ
に
あ
て
る
。

（
指
揮
班
行
季
分
隊
を
含
む
）

小
隊
（
一
ー
四
小
隊
）
ー
一
六
分
隊

一

衛

生

部

下

士

官

機
工
一
、
木
工
一
、

獣
医
部
下
士
官

一
、
鞍
工

二
（
輻
菫
）

（
輻
璽
）

各
部
下
士
官

材
料
監
視
隊

（エ

四

小

隊

（
輻
重
）

八

渡

河

材

料

中

隊

編

成

軍
医
、
少
、

獣
医
、
少
、
中
尉

中
隊
長

大
尉

小

隊

材
料
監
視
隊
長

一

、

人

員

近

衛

師

五
四
五
名

四
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四
、
主
要
携
行
材
料

九

五

式

折

畳

舟

八

〇

九

五

式

操

舟

機

甲

八

〇

門

橋

材

料

二

0

桟
橋
材
料

浮

の

う

舟

―

二

九

五

式

投

光

電

灯

二

操
舟
機
用
燃
料
ガ
ソ
リ
ン
全
機
二
十
時
間
分

（
後
仮
定
数
折
畳
舟
六
〇
舟
分
に
臨
時
改
定
さ
れ
四
小
隊
に
分
載
さ
れ
各
独
立
行
動
に
応
じ
得
る
編
成
に
な
っ
た
。
）

、
主
要
兵
器

三

八

式

騎

（

歩

兵

）

銃

一

八

一

三
九
式
輻
重
車
（
含
馬
具
）
―
-
八
五

溺
後
自
衛
兵
器
を
強
化
し

小
銃
三
五
四
、
軽
機
関
銃
一
三
、
重
機
関
銃
一
、
八
二
粍
迫
撃
砲

八
九
式
重
榔
弾
筒
三
、
二
七
式
軽
櫛
弾
筒
五
に
増
加
さ
れ
た
。

二

、

馬

匹

合 娩 乗

計馬馬

四三
ニ八四
六五一

306 


	_305
	_306



